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募
　
　
集

イ
ベ
ン
ト

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
11
／
30
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
７
２
件
（
△
30
）

・
死
者
数　
　
　

８
名
（
＋
４
）

・
負
傷
者
数　

３
４
４
名
（
△
39
）

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
、
△

は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門

学
院
　
学
院
生
追
加
募
集

平
成
23
年
度

募
集
訓
練
科　

機
械
技
術
科
、
自
動

車
整
備
科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科

※
訓
練
期
間
は
、各
科
と
も
２
年
間
。

応
募
資
格　

高
等
学
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
卒
業
見

込
み
を
含
む
）
も
し
く
は
、
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

受
付
締
切　

１
月
21
日
（
金
）

試
験
日　

１
月
28
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
・
８
４
１
・
３
５
５
１

か
ん
た
ん

フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
講
座

ひ
ま
わ
り
の
館 

体
験
教
室

　
は
じ
め
て
の
人
で
も
簡
単
に
フ
ラ

ン
ス
家
庭
料
理
を
家
庭
で
楽
し
め
る

ベ
ゴ
ニ
ア
・

　
　
ダ
リ
ア
ま
つ
り

　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
、「
ベ

ゴ
ニ
ア
・
ダ
リ
ア
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

色
彩
豊
か
な
球
根
ベ
ゴ
ニ
ア
を

中
心
に
約
１
０
０
０
鉢
が
温
室
内

を
彩
り
、
鮮
や
か
な
巨
大
咲
き
ダ

リ
ア
２
０
０
株
も
鑑
賞
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

期
間
　
１
月
２
日
（
日
）
～
４
月
17

日
（
日
）

場
所　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
下
青

柳
２
０
０
）

開
園
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
２
月
か
ら
は
、
午
後
５
時
ま
で
に

１
月
２
日
～
４
月
17
日

な
り
ま
す
。

入
園
料　

・
12
月
～
３
月

　

大
人
３
７
０
円

　

小
人
１
９
０
円

・
４
月
～
11
月

　

大
人
７
４
０
円
・
小
人
３
７
０
円

休
園
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）、
12
月
27
日
～
１
月
１
日

問
い
合
わ
せ
　
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

☎
４
２
・
４
１
１
１

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程 

生
徒
募
集

平
成
23
年
度

　

毎
日
通
学
で
き
な
い
人
で
も
、
職

場
や
家
庭
に
い
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
学
校
で
す
。
幅
広
い
年
代
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
内
容

❶
１
月
23
日
（
日
）

　

オ
ニ
オ
ン
グ
ラ
タ
ン
ス
ー
プ

❷
２
月
20
日
（
日
）

　

豚
フ
ィ
レ
肉
と
り
ん
ご
の
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
ー
風

❸
３
月
13
日
（
日
）

　

フ
ァ
ー
ル
・
ブ
ル
ト
ン（
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
地
方
の
郷
土
菓
子
）

時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

講
師　

加
藤 

裕
子 

先
生

定
員
　
各
20
名

教
材
費　

各
１
０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
１
月
７
日
（
金
）
か
ら
申
し

込
み
開
始
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
月
曜
日
は
休
館
の
た

め
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
一
部
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館

☎
３
５
・
１
１
２
６

情報
ネットワーク

広報いしおか　№１２６　１２
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情報　ネットワーク

そ

の

他

HP

食
用
廃
油
の
回
収

　

八
郷
地
区
の
人
を
対
象
に
、
食

用
廃
油
の
回
収
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
連
絡

く
だ
さ
い
。
市
職
員
が
自
宅
ま
で

回
収
に
行
き
ま
す
。

日
程

１
月
18
日
（
火
）
柿
岡
・
小
幡
地
区

　
　

19
日
（
水
）
葦
穂
・
恋
瀬
地
区

　
　

20
日
（
木
）
瓦
会
・
園
部
地
区

　
　

21
日
（
金
）
林
・
小
桜
地
区

１
月
18
・
19
・
20
・
21
日

紙
お
む
つ

　
　
購
入
助
成
の
申
請

　

市
で
は
、
ね
た
き
り
の
高
齢
者
の

人
な
ど
に
対
し
、
紙
お
む
つ
を
購
入

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
第
３
四
半
期
分
（
10

～
12
月
購
入
分
）
と
あ
わ
せ
、
第

１
・
２
四
半
期
の
未
申
請
分
の
受
け

付
け
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
１
月
12

10
月
～
12
月
購
入
分

第
60
回 “
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
講
演
会

「
人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

市
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
“
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
”を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
や
人
間

関
係
の
大
切
さ
を
伝

え
る
弾
き
語
り
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

講
師　

流
通
経
済
大
学
大
学
院 

准
教
授　

松
田　

哲 

先
生

◆
と
き　

１
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

開
会　

午
後
１
時 

　
　
　
　

講
演　

午
後
１
時
30
分 

◆
と
こ
ろ　

　

中
央
公
民
館
（
第
２
講
座
室
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
定
員　

１
２
０
名
（
先
着
順
）

◎
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

｢

元
気
い
し
お
か
商
品
券｣

の
利
用
は
お
早
め
に
！

１
月
10
日
ま
で

　

「
元
気
い
し
お
か
商
品
券
」
の
有

効
期
限
は
、
平
成
23
年
１
月
10
日

（
月
）
ま
で
で
す
。
有
効
期
限
を
過

ぎ
た
場
合
は
、
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、早
め
に
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

石
岡
商
工
会
議
所　

☎
２
２
・
４
１
８
１

八
郷
商
工
会

☎
４
３
・
０
２
４
７

見本

人
が
学
ん
で
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

・
一
般
入
学

　

３
月
11
日
（
金
）
～
24
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
・

祝
日
は
除
き
ま
す
）

・
編
入
・
転
入
学

　

２
月
21
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
立
水
戸
南
高
等
学
校
（
通
信
制
）

☎
０
２
９
・
２
４
７
・
４
２
８
４

　

 http://w
w

w
.m

itom
inam

i-h.
ed.jp/

※
各
地
区
の
回
収
日
前
日
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

日
（
水
）
ま
で
に
申
請
く
だ
さ
い
。

13
日
以
降
の
申
請
は
、
第
４
四
半
期

と
同
時
期
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該

当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

・
市
内
在
住
の
人

・
自
宅
で
生
活
し
、
日
常
生
活
に
お

い
て
、
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
状

態
に
あ
る
人

・
介
護
保
険
で
要
介
護
１
か
ら
５
ま

で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人

・
非
課
税
世
帯
の
人

助
成
対
象
商
品　

紙
お
む
つ
、
尿
と

り
パ
ッ
ド
（
軽
失
禁
用
を
除
く
）、

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

助
成
金
額　

１
か
月
３
２
０
０
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　

次
の
①
～
③
を
市
役
所 

高
齢
福
祉
課
ま
た
は
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課
に
持
参
く
だ
さ
い
。

①
10
月
か
ら
12
月
ま
で
に
購
入
し

た
分
の
品
目
が
記
載
さ
れ
た
レ
シ
ー

ト
ま
た
は
領
収
書

②
対
象
者
ま
た
は

介
護
者
の
振
込
先

の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の

③
認
め
印

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

１３　 広報いしおか　№１２６
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情報　ネットワーク

市
で
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

人
が
、
市
役
所
で
の
手
続
き
や
相
談

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
手
話

通
訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

手
話
通
訳
者
が

　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ふれあいパーティー開催
と　き　１月 23日（日）
ところ　国民宿舎「つくばね」
　　　　　　　　（石岡市小幡 2132 ─ 50）
募集人員　男女各 20名（45歳までの独身の人）
※男性は、石岡市・かすみがうら市・小美玉市
のいずれかに住んでいることが条件
参加費　男性3000円  女性2000円（当日集金）
※当日は、バスで移動し、いちご狩りなどを予
定しています。
集合場所・時間　石岡市役所に午前11時集合 
申込方法　直接または電話、ファックス、ハガ
キ、メールのいずれかで申し込みください。
※電話での申し込みは、平日の午前８時 30分
から午後５時 15分までです。
※定員を超えた場合は抽選になります。
申込期限　１月 17日（火）当日消印有効
主催　石岡地方結婚相談所運営協議会
共催　いばらき出会いサポートセンター

素敵なパートナーを見つける絶好のチャンス！

身
近
な
法
的
ト
ラ
ブ
ル
は

「
法
テ
ラ
ス
」
へ

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
人
に
、
最
適
な
相
談
窓
口
や
法

制
度
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
資
力
の
少
な
い
人
を
対

象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
の
案
内
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く

自
動
車
不
具
合
情
報

　
　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

情
報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い

　
国
土
交
通
省

で
は
、
迅
速
な

リ
コ
ー
ル
の
実

施
や
リ
コ
ー
ル

隠
し
な
ど
の
防

止
の
た
め
、「
自
動
車
不
具
合
情
報

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通
じ
て
、
皆
さ

ん
の
車
に
発
生
し
た
不
具
合
情
報
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
車
に
不
具
合
が

発
生
し
た
際
に
は
、
情
報
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

・ 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
の
日
中
）

　

☎
０
１
２
０
・
７
４
４
・
９
６
０

・
自
動
音
声
（
年
中
無
休
・
24
時
間
）

　

☎
０
３
・
３
５
８
０
・
４
４
３
４

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
受
け
付
け

　
　

 w
w
w
.m
lit.go.jp/R

J/

だ
さ
い
。

開
設
時
間

平
日　
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ
ス
茨
城

☎
０
５
０
３
３
８
３
・
５
３
９
０

市
役
所
以
外
の
場
所
に
手
話
通
訳
者

を
派
遣
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
事

前
に
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
役
所　

毎
週
月
曜
日
、第
１
・
３
・
５

木
曜
日

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

な
お
、
配
置
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

ま
で
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

℻  
２
７
・
５
８
３
５

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１（
内
線
１
１
２
２
）

℻  
４
３
・
０
６
０
２

フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報

　

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報
」
の

日
版
・
週
版
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
・
八
郷
総
合
支
所
の
正
面

玄
関
入
口
付
近
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
４
）

日
版
・
週
版

HP

申し込み・問い合わせ

〒 315 ─ 8640
石岡市石岡一丁目１番地１
石岡市役所 市民生活課
☎ 23 ─ 1111（内線 265）
℻   22 ─ 3684
　 seikatsu@city.ishioka.lg.jp

広報いしおか　№１２６　１４
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収
納
対
策
課

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
、
収
納
対
策
課
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

預貯金 　53件
不動産 8件
合　計 　61件
22 年度
累計 496 件

11 月の差押件数

暮
ら
し
の
中
の
　
　
だ
よ
り

税

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」表
彰

　

国
で
は
、
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
中
・
高

生
の
時
か
ら
税
に
対
す
る
関
心
と
、
正
し
い
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
も
、
市
内
の
中
学
校
・
高
校
か
ら
多
数
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
人
た
ち
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

平
成
22
年
度

【 

応
募
状
況 

】

　

平
成
22
年
度
の
応
募
状
況
は
、
土

浦
税
務
署
管
内
の
中
学
校
34
校
が
参

加
し
、
２
５
８
３
点
の
作
文
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。（
う
ち
、
市
内
中

学
校
は
参
加
７
校
・
応
募
４
２
７
点
）

　

ま
た
、
高
校
で
は
参
加
５
校
、

１
２
２
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。（
う
ち
、市
内
高
校
は
参
加
１
校
・

応
募
２
１
５
点
）

土
浦
税
務
署
管
内 

納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
優
秀
賞

「
税
金
と
は
〜
助
け
合
い
の
♡
〜
」

　
　

柿
岡
中
３
年　

飯
塚 

悠
月

不
動
産
公
売
情
報

土
浦
税
務
署
管
内 

納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞

「
み
ん
な
の
税
金
」

　
　

石
岡
中
１
年　

大
江 
優
花

「
消
費
税
と
暮
ら
し
」

　
　

府
中
中
２
年　

境
野 

圭
佑

「
私
た
ち
の
た
め
の
税
金
」

　
　

城
南
中
３
年　

小
松
﨑 

梨
華

「
身
近
な
税
金
「
消
費
税
」」

　
　

園
部
中
３
年　

大
槻　

光

「
税
金
と
僕
た
ち
」

　
　

有
明
中
２
年　

比
氣  

朋
訓

「
中
学
生
を
支
え
る
税
」

　
　

八
郷
南
中
３
年 

上
田 

奈
々

土
浦
税
務
署
管
内 

納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
感
謝
状
〈
協
力
顕
著
校
〉

・
柿
岡
中
学
校

・
八
郷
南
中
学
校

中
学
生
の
部

高
校
生
の
部

石
岡
市
長
賞

　

石
岡
第
一
高
等
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野 

千
春

土
浦
税
務
署
長
賞

　

石
岡
第
一
高
等
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本 

薫
子

土
浦
税
務
署
管
内

　 

租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

　

石
岡
第
一
高
等
学
校
２
年 

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

桃
子

【 

税
に
つ
い
て
の
作
文
の
趣
旨 

】

　
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
募
集
を

通
じ
て
、
税
の
種
類
、
仕
組
み
や
役

割
、
使
わ
れ
方
な
ど
を
正
し
く
理
解

し
、
税
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

も
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
自
分
が
大

人
に
な
っ
た
時
、
あ
ら
た
め
て
税
の

役
割
・
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
浦
税
務
署
と
市
で

は
「
租
税
教
室
」
を
開
催
し
、
市
内

の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
３
校
程
度

へ
税
務
課
職
員
が
訪
問
し
て
、
租
税

教
育
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課 

市
民
税
担
当
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

平
成

◆
日
時　

１
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
〜
２
時

◆
場
所　

八
郷
総
合
支
所 

３
０
１

会
議
室

◆
公
売
物
件

石
岡
市
真
家
字
駒
庭
地
内
一
筆

（
登
記
地
目
：
山
林
、
現
況
地
目
：

宅
地
）

※
公
売
は
、
事
情
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

土
浦
税
務
署
（
国
）
で
は
、
毎
年

納
税
に
対
す
る
協
力
お
よ
び
啓
発
・

推
進
に
貢
献
し
た
人
を
表
彰
し
、
納

税
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
、
次
の
人
た
ち
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

土
浦
税
務
署
長
表
彰

・
入
江 

貞
一
（
社
団
法
人 

土
浦
法

人
会
副
会
長
）

・
土
田　

章
（
土
浦
税
務
署
管
内
青

色
申
告
会
連
合
会
副
会
長
、
茨
城
県

青
色
申
告
会
連
合
会
理
事
）

土
浦
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
表
彰

・
佐
藤　

 

毅
（
土
浦
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

青
年
部
監
事
）

土
浦
税
務
署
管
内
納
税
表
彰

平
成
22
年
度

インターネット公売
売却件数　動産１件

１５　 広報いしおか　№１２６



結
　
果

石岡海洋センター☎ 23－5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

10
月
７
日　

交
通
安
全
大
会

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

10
月
13
日　

健
康
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
10
月
の
結
果

秋
季
市
民

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10
月
31
日　

柏
原
テ
ニ
ス
場

優　

勝　

石
岡
ジ
ェ
ノ
ア

準
優
勝　

Ｆ
Ｃ
レ
オ
ー
ネ

第
３
位　

石
岡
市
役
所

第
３
位　

フ
ォ
ー
ス

市
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

10
月
17
日
〜
11
月
14
日 

柏
原
サ
ッ
カ
ー
場

＊
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

荒
井
・
長
須
組

準
優
勝　

小
島
・
酒
川
組

第
３
位　

中
野
・
原
田
組

＊
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

鈴
木
・
吉
田
組

準
優
勝　

三
宅
・
大
沢
組

第
３
位　

岡
田
・
細
川
組

＊
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝　

川
崎
・
藤
本
組

準
優
勝　

中
野
・
桜
井
組

石
岡
地
方
中
学
生

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

10
月
17
日　

柏
原
テ
ニ
ス
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

中
嶋
・
飯
田
組

　
　
　
　
　
　
（
か
す
み
が
う
ら
北
）

準
優
勝　

椎
名
・
斎
藤
組

　
　
　
　
　
　
（
か
す
み
が
う
ら
北
）

第
３
位　

川
村
・
川
村
組
（
土
浦
三
）

＊
女
子
の
部

優　

勝　

石
井
・
伊
藤
組
（
都
和
）

準
優
勝　

菅
原
・
荒
井
組
（
土
浦
五
）

第
３
位　

嶌
田
・
小
室
組
（
土
浦
五
）

11
月
20
日  

石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

＊
６
年
生
の
部

優　

勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡

準
優
勝　

石
岡
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
３
位　

八
郷
サ
ッ
カ
ー

９
月
26
日
〜
10
月
24
日

　
　
　

柏
原
球
場
・
染
谷
球
場

優　

勝　

ゲ
ッ
ツ

準
優
勝　

ス
カ
イ
ブ
ル
ー

第
３
位　

ク
リ
ー
ク

軟
式
野
球
連
盟
会
長
杯

　
　
　
　
　
　
野
球
大
会

＊
男
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

高
野
・
浅
野
組
（
一
般
Ｂ
）

準
優
勝　

烏
川・広
瀬
組（
石
岡
北・八
郷
）

第
３
位　

小
沼
・
安
達
組
（
石
岡
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

稲
田
・
荒
井
組
（
茨
城
町
）

準
優
勝　

今
井
・
三
木
組
（
筑
波
大
）

第
３
位　

木
田
・
下
山
組
（
筑
波
大
）

第
３
位　

小
松
・
小
松
組
（
筑
波
大
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

荒
井
・
鈴
木
組
（
八
木
南
）

準
優
勝　

宮
本
・
篠
田
組
（
八
木
南
）

第
３
位　

蓮
見
・
高
橋
組
（
八
木
南
）

第
３
位　

大
和
田
・
高
野
組
（
恋
南
）

Ｄ
ク
ラ
ス

優　

勝　

武
内
・
山
口
組
（
木
曜
会
）

準
優
勝　

郡
司
・
森
組
（
八
郷
）

＊
女
子
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

山
本
・
山
本
組
（
石
岡
）

準
優
勝　

鈴
木
・
竹
内
組
（
石
岡
）

第
３
位　

小
倉
・
篠
崎
組
（
恋
南
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

田
上・石
上
組（
小
川
シ
ャ
ト
ル
）

準
優
勝　

田
中
・
大
谷
組
（
筑
波
大
）

秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
14
日　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

茨
城
県
中
学
校

　
　
　
新
人
体
育
大
会

◎
新
体
操
の
部

女
子
団
体

準
優
勝　

府
中
中
学
校

女
子
個
人
総
合

準
優
勝　

石
井 

愛
美
（
府
中
中
）

第
３
位　

金
礪 

琴
里
（
府
中
中
）

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

・
男
子
団
体

準
優
勝　

石
岡
中
学
校

・
女
子
団
体

優　

勝　

国
府
中
学
校

準
優
勝　

府
中
中
学
校

第
３
位　

石
岡
中
学
校

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

林　

翔
太
（
城
南
中
）

第
３
位　

佐
藤 

諒
太
（
石
岡
中
）

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

飯
村 

梨
衣
子
（
国
府
中
）

準
優
勝　

上
曽 

夏
美
（
府
中
中
）

第
３
位　

関
町 

公
美
子
（
城
南
中
）

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　

青
木
浩
太
郎
・
佐
久
間
亮
輔

                  　
　
　
　
 （
石
岡
中
）

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

谷
仲 

千
尋
・
田
上 
彩
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
城
南
中
）

準
優
勝　

成
山 

亜
沙
美
・
仁
平 

明
花

                  　
　
　
　

 （
国
府
中
）

第
３
位　

吉
田　

楓
・
飯
村 

彩
衣
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
国
府
中
）

関
東
中
学
生

　
空
手
道
選
手
権
大
会

女
子
個
人
組
手

優
勝　

宇
津
木 

智
加
（
国
府
中
）

10
月
24
日　

茨
城
県
武
道
館

10
月
27
・
28
日

第
３
位　

侍
の
み
ー
ず

第
３
位　

加
藤
・
宮
嵜
組
（
筑
波
大
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

高
橋
・
中
林
組
（
八
木
南
）

準
優
勝　

水
庭・武
田
組（
小
川
シ
ャ
ト
ル
）

第
３
位　

平
澤
・
池
田
組
（
石
岡
北
）

第
３
位　

竹
林
・
菱
沼
組

ス
ポ
ー
ツ

        

情
報
石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

広報いしおか　№１２６　１６



＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

加
藤　

清
久

準
優
勝　

小
倉　

定
雄

第
３
位　

潮
田　

敞

＊
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

安
藤　

哲
哉

準
優
勝　

菅
原　

治

第
３
位　

高
見　

脩
二
郎

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
女
子
の
部

優　

勝　

森
田　

慈
子

準
優
勝　

潮
田　

ふ
く

第
３
位　

仙
波　

ち
え

＊
シ
ニ
ア
女
子
の
部

優　

勝　

大
塚　

浩
子

11
月
14
日　

ふ
れ
あ
い
の
里

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
親
善
大
会

議
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
１
日　

少
年
ス
ポ
ー
ツ
広
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

坂
場　

四
郎

準
優
勝　

久
松　

喜
代
治

第
３
位　

蒔
田　

隆
大

＊
女
子
の
部

優　

勝　

鈴
木　

す
み
子

準
優
勝　

田
崎　

貞
子

第
３
位　

武
井　

久
美
子

市
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
19
日  

石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場

＊
男
子
の
部

優　

勝　

樋
口　

勲

準
優
勝　

幡
谷　

裕
造

第
３
位　

原　

国
一

＊
女
子
の
部

優　

勝　

田
崎　

貞
子

準
優
勝　

山
口　

つ
ね
子

第
３
位　

飯
塚　

直
子

22 石岡駅周辺整備に
係るまちづくりワーク
ショップ業務委託

中心
市街地

予）      153
落）      119 ㈱アルメック

11.15
22 石岡市合併市町村
幹線道路 交通解析
業務委託

石岡地内
外 5 か所

予）      489
落）      450

㈱長大
東関東支店

22 石岡運動公園体
育館 メイン・サブ
アリーナ床改修工事

南台
三丁目

34 番 1 号

希）      790
予）      759
落）      746

㈱アレスコ 11.16

22 本庁舎避難器具
設置工事

石岡
市役所
本庁舎

2・3・4階

希）      320
予）      315
落）      285

スイコー㈱

11.19

21 単・市道 A0203 号線
舗装工事

鹿の子
三丁目

希）      284
予）      279
落）      266

鈴木機工㈱

22 単・市道 B2121 号線
舗装工事 須釜

希）      192
予）      189
落）      180

㈱足立
工務店

21 単・市道 A4167 号線
舗装工事 東大橋

希）      186
予）      180
落）      173

角田工業㈱

22 石岡市水道事業
中央浄水場
テレメータ改修工事

柿岡
地内

予）   1,397
落）   1,330

吉原
電気工業㈱ 11.11

22 石岡市水道事業
園部配水池
緊急遮断弁設置工事

真家
地内

予）   1,380
落）      990

森田鉄工所
東京営業支店 11.22

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

22 石岡市立東小学校
旧校舎解体工事

旭台
一丁目

11 番 3 号

希）   7,790
予）   7,431
落）   7,390

双葉建装㈱

H22
11.12

22 国林第 1 号 半田線
林道開設工事 半田

希）   1,800
予）   1,767
落）   1,700

堺建設㈱

選挙ポスター掲示板
設置・撤去委託

（県議会議員選挙）

総社
二丁目

8 番地内
外313か所

予）      158
落）      157

㈲内田
基礎工業

22 健康優良家庭
記念品購入

石岡市役所
保険年金課

予）     62.3
落）   52.08

㈱土浦
メディカル

22 素図作成業務委託 国府Ⅰ
地区

予）     52.5
落）        48 ㈲技研昭和

22 単・市道 B6670 号線
舗装工事 真家

希）      194
予）      191
落）      182

㈲山田土建

11.15

22 単・市道 A6515 号線
道路改良工事 石川

希）   1,692
予）   1,661
落）   1,573

三栄工業㈱

22 公下国補
単独合併第 3 号工事

北府中
一丁目

希）   1,137
予）   1,083
落）   1,069

㈲福田
工務店

22 単・市道 B7206 号線
道路改良工事 上林

希）      972
予）      946
落）      724

㈱旭建材
興業

21 朝日里山学校
進入路拡幅工事 柴内

希）      495
予）      472
落）      465

㈱三企工業

22 東成井第 2 地区
農業集落排水処理
施設修繕

東成井
希）      400
予）      391
落）      370

斎藤商事㈱

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

11 月の入札結果11 月の入札結果

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 263）
※水道事業の問い合わせは、水道課☎ 43-1118 まで

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

福
寿
チ
ー
ム

第
３
位　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

10
月
16
日　

月
例
大
会　

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
３
位　

ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

10
月
25
日　

厚
生
年
金
友
の
会
大
会

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
３
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

10
月
27
日　

ひ
た
ち
の
玉
里
大
会

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

準
優
勝　

梶
山　

利
江

第
３
位　

竹
内　

勝
子
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生涯学習課

　

下
ノ
宮
遺
跡
は
、
三
村
地
区
に
存

在
す
る
遺
跡
で
す
。
旧
石
器
時
代
か

ら
近
世
ま
で
、
幅
広
い
時
代
の
資
料

が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ

の
中
か
ら
、古
墳
時
代
の
焼
き
物「
須

恵
器
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

古
墳
時
代
の
中
頃
、
約
１
６
０
０

年
前
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
新
た
な
焼

き
物
「
須
恵
器
」
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
須
恵
器
は
、
そ
れ
ま
で
の
野

焼
き
で
作
ら
れ
て
い
た
土は

じ

き
師
器
と
は

異
な
り
、
窯
に
よ
っ
て
高
温
で
焼
か

れ
た
も
の
で
、
灰
色
を
し
て
い
て
硬

く
焼
き
締
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

下
ノ
宮
遺
跡
で
は
、
平
成
15
年
の

防
火
水
槽
設
置
に
伴
い
、
古
墳
時
代

中
頃
の
住
居
跡
を
２
軒
発
掘
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
１
軒
か

ら
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
右
下
の
灰
色
の
土
器
が
須
恵

器
、
そ
の
ほ
か
の
赤
み
が
か
っ
た
土

器
が
土
師
器
で
す
。
実
は
、
こ
の
住

居
跡
か
ら
は
写
真
の
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す 近

年
の
調
査
結
果
か
ら

が
、
ほ
と
ん
ど
が
土
師
器
で
、
須
恵

器
は
こ
の
１
点
だ
け
で
し
た
。

　

古
墳
時
代
の
中
頃
に
須
恵
器
が
生

産
さ
れ
て
い
た
の
は
大
阪
府
陶す

え
む
ら邑

窯
跡
群
な
ど
、
限
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ

け
で
し
た
。
ま
た
、
下
ノ
宮
遺
跡
の

須
恵
器
も
、
粘
土
や
形
、
焼
き
方
の

特
徴
か
ら
、
陶
邑
窯
跡
群
で
生
産
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
阪
か
ら
下
ノ
宮
遺
跡
の
地
ま

で
、
は
る
ば
る
運
ば
れ
て
き
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

た
っ
た
１
点
の
須
恵
器
で
す
が
、

こ
の
住
居
に
住
ん
で
い
た
人
が
や
っ

と
手
に
入
れ
た
「
ブ
ラ
ン
ド
品
」
だ

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

下
ノ
宮
遺
跡
の

　  

「
須す

え

き

恵
器
」

時
億記
の

シリーズ63

シ
リ
ー
ズ
❾

地デジの準備はお早めに！

今年は地デジ

完全移行の年です！

出
土
土
器
の
一
部
（
上
）
と
須
恵
器
の
図
面

▲

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
の
地
デ
ジ

完
全
移
行
に
向
け
て
、
地
デ
ジ
に
関

す
る
情
報
を
連
載
し
て
い
ま
す
。　

　

連
載
第
９
回
目
は
地
デ
ジ
の
受
信

方
法
に
つ
い
て
確
認
を
し
ま
す
。

【
地
デ
ジ
の
受
信
方
法
】

　

地
デ
ジ
を
受
信
す
る
に
は
大
き
く

分
け
る
と
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
受
信
す
る
。

②
チ
ュ
ー
ナ
ー
で
受
信
す
る
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
受
信
す
る
。

＊
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
に
あ
っ
た
受
信
方
法
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
自
宅
の
ア
ン

テ
ナ
か
ら
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
地
デ
ジ
準
備
へ
の
質
問
や
相
談

は
、
デ
ジ
サ
ポ
茨
城
へ
！

問
い
合
わ
せ

■
地
デ
ジ
電
話
受
信
相
談

デ
ジ
サ
ポ
茨
城

☎
０
２
９
・
３
０
７
・
０
１
０
１

（
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

広報いしおか　№１２６　１８



石
岡
市
国
府
３-

１-

16　
　

問
い
合
わ
せ　

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
８
時　

休
館
日
：
木
曜
日

駐
車
場
は
、
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
向
か
い

側
）・
臨
時
駐
車
場
（
土
橋

通
り
）
を
利
用
く
だ
さ
い
。

☆ 

１
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
☆

　

折
り
紙
教
室　

29
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

　

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ
ズ
）

　
　
　
　
　
　

   

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜

　

心
と
体
の
健
康
相
談
／
お
し
ゃ
べ
り
交
流
会

 　

                   

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜

　

日
本
語
教
室　

 

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜

　

ち
り
め
ん
小
物  

第
１
・
３
土
曜
日  

午
後
１
時
〜

　

お
は
な
し
な
あ
に　

8
日
（
土
）　

午
後
２
時
〜

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参
加
店
前
、
ま
ち

か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

内
容
　
各
店
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
・
割
引
セ
ー
ル
・
産
直
野

菜
の
販
売
、
バ
ザ
ー
ル
な
ど

※
家
族
・
お
友
だ
ち
と
お
店
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
し
て
み
た
い
人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
サ
ン
ド
市
」　

　
今
月
は
15
日
（
土
）
開
催
！

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

石
岡
ひ
な
め
ぐ
り
開
催
予
告

日
時　

２
月
12
日
（
土
）
〜
３
月
３
日
（
木
）

※
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
、
新
し
い
情
景
飾
り
を
企
画

中
で
す
。

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

《
Ｄ
Ｖ
Ｄ
新
着
案
内
》

◆
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン

◆
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語

◆
メ
モ
リ
ー
ズ 

オ
ブ 

東
京
デ
ィ
ズ

　

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

夢
と
魔
法
の
25
年

◆
Ｍ
ｒ
．
イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル

◆
ミ
ッ
キ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
大
作
戦

◆
チ
キ
ン
・
リ
ト
ル

◆
く
ま
の
プ
ー
さ
ん

◆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｙ 

Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
─Ｔ

　

Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｗ
Ｈ

　

Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｓ

◆
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク

◆
１
０
１
─Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｓ

◆
カ
ー
ズ　
　
　
　

◆
恐
竜
大
研
究

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ 

総
集
編
】

◆
風
と
雲
と
虹
と　

◆
源
義
経　
　

◆
国
盗
り
物
語　
　

◆
元
禄
太
平
記

◆
新
・
平
家
物
語　

◆
毛
利
元
就

◆
葵
徳
川
三
代　
　

◆
信
長

◆
北
条
時
宗　
　
　

◆
風
林
火
山

◆
利
家
と
ま
つ 

加
賀
百
万
石
物
語

◆
功
名
が
辻 

ス
ペ
シ
ャ
ル

◆
新
撰
組
！ 

ス
ペ
シ
ャ
ル

◆
お
ん
な
太
閤
記

中
央
図
書
館 
２
階
視
聴
覚
室

《
１
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
８
日
（
土
）　

午
前
10
時
30
分
〜

※
１
日
が
休
館
日
の
た
め
８
日
に
変

更
に
な
り
ま
す
。

《
１
月
の
お
は
な
し
会
》

・
15
日
（
土
）　

午
前
10
時
30
分
〜

中
央
公
民
館 

和
室

《
１
月
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
８
日
（
土
）　

午
後
２
時
30
分
〜

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
低

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。

  7・11

 14・21

 24・28

 

２月１ 月
  1 ～4

 10・11

 17・24

 27・31

【休　館　日】

◆
天
地
人　
　

◆
峠
の
群
像　
　
　

◆
武
田
信
玄

◆
徳
川
家
康        

◆
独
眼
竜
政
宗

◆
翔
ぶ
が
如
く　
　

◆
太
平
記　
　

市
内
高
等
学
校
合
同
作
品
展

　

市
内
３
校（
石
岡
第
一
・
二
高
校
、石
岡
商
業
高
校
）

の
文
化
部
に
よ
る
合
同
作
品
展
で
、
本
年
で
10
回
を

迎
え
ま
す
。

　

美
術
、
書
道
、
写
真
、
茶
華
道
、
ア
ニ
メ
漫
画
部

の
多
彩
な
作
品
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

１
月
22
日
（
土
）
〜
28
日
（
金
）
正
午

和
紙
お
ひ
な
さ
ま
人
形
教
室

日
時　

１
月
14
日
（
金
）・
21
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

定
員　

各
５
名
（
要
予
約
）

参
加
費　

２
５
０
０
円

持
参
す
る
物　

鉛
筆
、
定
規
、
は
さ
み
、
竹
串
、
ピ
ン

セ
ッ
ト
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
太
め
の
木
綿
糸
（
白
・
黒
）

※
昼
食
は
、
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

ソ
ロ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

合
唱
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
30
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
〜

出
演　

石
岡
第
一
高
等
学
校 

音
楽
部

ま
ち
か
ど
音
楽
祭
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り
の
回
数
が
接
種
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

【
第
１
期
（
３
回
）
の
接
種
が
完
了
】

・
標
準
的
接
種
期
間
…
９
歳 

・
９
歳
〜
13
歳
未
満
で
１
回
接
種

【
第
１
期（
３
回
）の
接
種
が
未
完
了
】

〈
第
１
期
の
接
種
状
況
〉

❶
１
回
の
み
接
種
し
た
人

・
６
日
以
上
の
間
隔
で
２
回
接
種

❷
２
回
接
種
し
た
人
…
１
回
接
種

❸
未
接
種
の
人

・
６
日
〜
28
日
の
間
隔
で
２
回
接
種

・
２
回
目
接
種
後
、
お
お
む
ね
１
年

後
に
１
回
接
種

〈
第
２
期
の
接
種
〉

・
第
１
期
終
了
か
ら
６
日
以
上
経
過

後
に
１
回
接
種

●
90
か
月
〜
９
歳
未
満
の
人

　

現
段
階
で
は
任
意
接
種
（
自
費
）

と
な
り
ま
す
。
第
２
期
（
９
歳
〜
13

歳
未
満
）
の
時
期
に
な
れ
ば
、
定
期

接
種
と
し
て
接
種
で
き
ま
す
。

●
13
歳
以
上
の
人

　

現
段
階
で
は
任
意
接
種
（
自
費
）

と
な
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★★

★★

★
今
年
こ
そ
は
「
生
活

習
慣
改
善
指
導
」
を

子
宮
頸け
い
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

新
年
を
迎
え
、

今
年
こ
そ
は
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
す
る
」

「
酒
を
控
え
る
」「
タ

バ
コ
を
や
め
る
」

「
健
康
に
な
る
」「
健

診
で
い
い
結
果
を
出
す
」
と
考
え
て

い
る
人
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
開

催
さ
れ
て
い
る
「
生
活
習
慣
改
善
指

導
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
生
活

習
慣
改
善
指
導
」
で
は
、
保
健
師
、

栄
養
士
な
ど
が
無
料
で
個
別
指
導
を

し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健
診
で
効

果
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
日
時
・
会
場
】

１
月
12
日（
水
）石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

１
月
24
日（
月
）八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

＊
要
予
約
で
す

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
下
旬

に
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
お
知

★
ク
ー
ポ
ン
利
用
は
２

月
末
ま
で
。
お
早
め
に

ら
せ
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
在
中
）」
を

対
象
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
医
療
機

関
で
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん

検
診
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
の
予

約
・
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。
医
療
機

関
の
予
約
定
員
に
限
り
が
あ
る
、
近

隣
市
町
村
の
人
も
市
内
の
医
療
機
関

を
利
用
す
る
な
ど
、
有
効
期
間
内
に

予
約
が
混
み
あ
い
受
診
で
き
な
い
状

況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券

は
、
有
効
期
限

間
際
で
は
な
く

余
裕
の
あ
る
こ

の
時
期
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

【
有
効
期
限
】
２
月
28
日
（
月
）

★
特
定
健
康
診
査
受
診

券
は
１
月
31
日
ま
で

　

40
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
今
年
度
の
「
特
定
健
康
診

査
」
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
医
療

機
関
で
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
受
診
の
際
に
は
「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」
と
「
保
険
証
」
が
必

要
で
す
。

　
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
の
有

効
期
間
は
１
月
31
日
ま
で
で
す
の

で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
医
療

機
関
に
必
ず
予
約
を
し
て
か
ら
、
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。費
用
は
、

70
歳
以
上
は
無
料
、
40
〜
69
歳
の
人

は
１
０
０
０
円
の
自
己
負
担
金
が
か

か
り
ま
す
。

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
５
月
以
降
、
旧
ワ
ク

チ
ン
の
副
反
応
を
考
慮
し
て
積
極
的

勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
４
月
か
ら
乾
燥
細
胞
培
養
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
第
１
期
の
標
準
的

な
接
種
期
間
に
該
当
す
る
人
（
本
年

度
は
３
歳
児
）
の
初
回
接
種
に
対
し

て
、
積
極
的
な
勧
奨
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

★
日
本
脳
炎
予
防
接
種

・
積
極
的
接
種
勧
奨
の
再
開
は
、
３

歳
児

・
生
後
90
か
月
未
満
と
、
９
〜
13
歳

未
満
の
人
に
つ
い
て
は
、
定
期
接
種

と
し
て
接
種
可
能
（
積
極
的
接
種
勧

奨
に
つ
い
て
は
、現
在
国
で
議
論
中
）

●
第
１
期
…
生
後
６
〜
90
か
月
（
７

歳
６
か
月
）
未
満

【
初
回
】

・
標
準
的
接
種
期
間
…
３
歳 

・
６
日
〜
28
日
の
間
隔
で
２
回
接
種

【
追
加
】

・
標
準
的
接
種
期
間
…
４
歳

・
初
回
接
種
後
お
お
む
ね
１
年
後
に

１
回
接
種

※
初
回
（
２
回
）
接
種
後
、
追
加
接

種
を
受
け
る
前
に
90
か
月
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
９
歳
ま
で
は
任
意

接
種
（
自
費
）
と
な
り
ま
す
。

※
追
加
接
種
は
、第
２
期
の
時
期（
９

〜
13
歳
未
満
）
に
な
る
の
を
待
っ
て

受
け
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
第
２
期
…
９
〜
13
歳
未
満

　

昨
年
８
月
27
日
付
け
で
、
新
ワ
ク

チ
ン
が
定
期
接
種
と
し
て
接
種
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第
１
期
の

接
種
（
３
回
）
が
終
了
し
て
い
な
い

人
に
対
し
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て

９
〜
13
歳
未
満
の
間
に
第
１
期
の
残
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９
２



込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
12
日
（
水
）

・
午
後
１
時
～
１
時
30
分

＊
２
歳
児
母
子
歯
科

健
診
と
同
時
実
施

【
定
員
】
15
人

【
内
容
】歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

【
対
象
】
フ
ッ
化
物
塗
布
を
希
望
す

る
未
就
学
児

【
会
場
】 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

★
献
血
に
協
力
を
！

★★

★★

★
休
日
夜
間
緊
急
診
療

情
報
を
利
用
く
だ
さ
い

（
１
人
分
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
92
㎉
、
塩

分
０
・
０
ｇ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
７
㎎
）

◆
材
料
・
用
意
す
る
も
の

【
６
人
分
・
流
し
缶
15
㎝
×
15
㎝
】

・
柿
２
個
（
４
０
０
ｇ
）・
粉
寒

天
４
ｇ
・
砂
糖
50
～
80
ｇ
・
柚

子
の
し
ぼ
り
汁
大
１
～
２
・
水

２
０
０
ml

・
ミ
キ
サ
ー
・
流
し
缶
（
15
㎝
×
15

㎝
）・
木
べ
ら
・
し
ぼ
り
器

★
幸
せ
は
食
事
か
ら

柿
の
寒
天
寄
せ

◆
作
り
方　

①
柿
は
皮
を
む
き
、
種
を
と
り
、

分
量
の
水
と
一
緒
に
ミ
キ
サ
ー
に

か
け
る
。

②
鍋
に
①
を
入
れ
、
粉
寒
天
を

ふ
り
入
れ
て
、
木
べ
ら
で
か
き
混

ぜ
て
か
ら
火
に
か
け
る
。
時
々
混

ぜ
な
が
ら
、１
～
２
分
沸
騰
さ
せ
、

砂
糖
を
煮
溶
か
し
、火
を
止
め
る
。

③
柚
子
の
し
ぼ
り
汁
を
加
え
、

水
で
さ
っ
と
ぬ
ら
し
た
型
に
流
し

入
れ
て
冷
や
し
固
め
る
。

◆
ポ
イ
ン
ト

・
柿
は
熟
し
た
も
の
の
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

・
砂
糖
、
柚
子
の
し
ぼ
り
汁
は
、

柿
の
甘
さ
や
好
み
に
よ
り
調
節
し

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
レ
シ
ピ
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

さ
ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す

　

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
の
申
し

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
は
随
時
受
付
中

石
岡
地
区

HP

　

市
で
は
、
休
日
や
夜
間
の
緊
急
診

療
情
報
を
市
報
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
案
内
し
て
い
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う
！

　

毎
年
冬
に
な

る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行

が
み
ら
れ
ま
す
。

予
防
に
は
、
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効
で
す
。
今
期

は
、
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
加
わ
っ
た
３
価
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
各
医
療
機
関

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
在
住
の

・
65
歳
以
上
の
人

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
や

　

腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ

　

る
人
（
身
体
障
害
者
１
級
の
人
）

・
１
歳
～
中
学
３
年
生

・
低
所
得
者
（
市
民
税
非
課
税
・
生

　

活
保
護
世
帯
）

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
し
も
接
種
を
受
け
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

● 

普
段
の
生
活
で

　
　
　

気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト 

●

❶
ウ
イ
ル
ス
が
体
に
入
ら
な
い
よ

う
、手
洗
い
と
う
が
い
を
徹
底
す
る
。

●
１
月
４
日
（
火
）

　

ウ
ェ
ル
サ
イ
ト
石
岡

　

・
午
前
10
時
～
11
時
45
分

　

・
午
後
１
時
～
４
時

●
１
月
14
日
（
金
）

　

石
岡
第
一
病
院

　

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
１
月
21
日
（
金
）

　

山
王
台
病
院

　

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
１
月
28
日
（
金
）

　

石
岡
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

・
午
前
10
時
～

　
　
　
　

11
時
45
分

　

・
午
後
１
時
～

　
　
　
　
　
　

４
時

❷
体
力
や
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め

に
、
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る
。

❸
流
行
し
た
ら
外
出
は
な
る
べ
く

控
え
、
感
染
者
に
は
近
づ
か
な
い
。

保
温
・
保
湿
を
心
が
け
る
。

❹
発
症
し
た
ら
人
に
う
つ
さ
な
い

よ
う
に
外
出
を
し
な
い
。
せ
き
や
く

し
ゃ
み
が
出
る
と
き
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
口
や
鼻
を
覆
っ
た
り
、
人
ご

み
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど

「
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
心
が
け
る
。

　

も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
ら
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
適
切
な
治
療
を
う
け
、

水
分
補
給
と
十
分
な
栄
養
と
休
息
を

と
り
、
安
静
に
し
て
い
れ
ば
３
～
７

日
ほ
ど
で
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
高

齢
者
や
幼
児
な
ど
の
重
症
化
し
や
す

い
人
た
ち
は
、
病
気
の
経
過
を
注
意

深
く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と
実

行
し
て
感
染
を
防
ぎ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
８
０
０
・
８
０
０
・
７
７
６
６

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 h
ttp://w

w
w

.city.ish
ioka.

lg.jp/

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
➡
暮
ら
し

の
情
報
➡
医
療
）
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生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
市
役
所
１
階 

相
談
室
（
毎
週
木
曜
日
）

＊
八
郷
総
合
支
所
１
階 

相
談
室
（
今
月
は
１
月
25
日
（
火
））

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
先　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

女
性
の
た
め
の

 
 
 

困
り
ご
と
相
談

午後1時30分
  　　　　～4時

　

11
月
27
日
、
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室
で
、
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ

ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
第
３
回
講
座
「
パ
パ

と
い
っ
し
ょ
に
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
父
親
の
積
極
的
な

育
児
参
加
を
目
指
し
て
、
茨
城
県
女

性
プ
ラ
ザ
と
県
内
８
市
町
村
が
合
同

で
開
催
し
、
11
月
20
日
の
鹿
嶋
市
で

の
開
催
を
皮
切
り
に
、
県
内
各
地
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

  

市
で
は
、
９
組
22
人
の
父
親

と
小
学
生
が
参
加
し
、
フ
ル
ー

ツ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
と
さ
つ
ま
い

も
蒸
し
パ
ン
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
お
父
さ
ん
も
子
ど

も
も
、
お
互
い
協
力
し
合
い
な

が
ら
真
剣
な
表
情
で
卵
を
泡
立

て
た
り
、
小
麦
粉
を
ふ
る
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
の
生
地
を
オ
ー
ブ
ン
に

入
れ
て
焼
き
始
め
る
と
、
生
地

が
膨
ら
ん
で
い
く
様
子
を
じ
っ

☟
平
成
15
年
10
月
以
降
に
販
売
さ
れ

た
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付
い

て
い
る
家
庭
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
は
、

製
造
メ
ー
カ
ー
が
無
償
で
回
収
し
て

再
資
源
化
し
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
前
に

購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
料
を
負
担
す
れ
ば
処
分
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
メ
ー

カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
処
分
前
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
内
の

デ
ー
タ
消
去
を
忘
れ
ず
に
！

3
粗
大
ご
み
な
ど
は
、
各
地
区
の
ご

み
処
理
場
へ
自
己
搬
入
す
る
か
、
市

の
有
料
回
収
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
】

・
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ

ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
）
が

対
象
機
器
で
す
。

・
処
分
に
係
る
費
用
は
、
収
集
・
運

搬
費
用
と
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
で
す
。

【
相
談
事
例
】

❶
不
用
品
の
巡
回
業
者
が
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
近
所
を
回
っ
て
い
た
の
で
、
壊

れ
た
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
の
回
収
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
を
請

求
さ
れ
た
。

❷「
無
料
で
パ
ソ
コ
ン
引
き
取
り
ま
す
」

と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
た

の
で
回
収
を
依
頼
し
た
ら
、
３
万
円

か
か
る
と
言
わ
れ
た
。

❸
転
居
時
に
不
用
品
が
出
た
の
で

引
越
し
業
者
に
廃
棄
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、高
額
な
金
額
を
請
求
さ
れ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

1
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
は
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
機
器
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
で
は
な
く
、

運
搬
料
金
や
収
集
に
係
る
料
金
が
発

生
し
ま
す
。

☟
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
、
料
金
は

い
く
ら
か
か
る
の
か
確
認
し
て
か
ら

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

2
パ
ソ
コ
ン
は
資
源
有
効
利
用
促
進

法
に
よ
り
、メ
ー
カ
ー
に
よ
る
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 不

用
品
の
回
収
業
者
に
注
意
!!

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
）

☎
２
２
・
２
９
５
０　

月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

ハーモニーコーナー

か
が
や

き
の　
未来を拓

ひら

く

　男
ひ
と
と
女 ひ
と

お
父
さ
ん
も
積
極
的
に

　
家
事
や
育
児
へ
の
参
加
を
！

９
割
の
人
が
重
要
と
回
答
し
て
い
ま
す

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

と
小
学
生
が
参
加
し
、
フ
ル
ー

ツ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
と
さ
つ
ま
い

も
蒸
し
パ
ン
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
お
父
さ
ん
も
子
ど

も
も
、
お
互
い
協
力
し
合
い
な

が
ら
真
剣
な
表
情
で
卵
を
泡
立

て
た
り
、
小
麦
粉
を
ふ
る
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
の
生
地
を
オ
ー
ブ
ン
に

入
れ
て
焼
き
始
め
る
と
、
生
地

が
膨
ら
ん
で
い
く
様
子
を
じ
っ

　

と
見
つ
め
る
子
ど
も
や
、
泡
立
て

　

中
の
生
ク
リ
ー
ム
を
味
見
す
る
お

　

父
さ
ん
が
い
た
り
と
、
会
場
は
終

　

始
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

　

ま
し
た
。

　

料
理
を
終
え
て
の
感
想
で
は
、「
楽

し
か
っ
た
」
だ
け
で
な
く
、「
子
ど

も
が
思
っ
た
以
上
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
で
き
る
こ
と
に
気
付
い
た
」「
毎

日
食
事
を
作
る
人
の
大
変
さ
が
分

か
っ
た
」
な
ど
、
新
た
な
発
見
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

茨
城
県
女
性
プ
ラ
ザ
の
実
施
し
た

調
査
に
よ
る
と
、「
男
女
が
子
ど
も

を
育
て
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
り
仕
事

を
続
け
る
た
め
、
あ
る
い
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た

め
」
に
、「
父
親
の
家
事
参
加
」
が
「
非

常
に
重
要
」「
重
要
」
と
考
え
る
人

は
88
・
５
％
、「
父
親
の
子
育
て
参
加
」

は
92
・
４
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、ど
ん
な
「
家
事
参
加
」

「
子
育
て
参
加
」を
し
て
い
ま
す
か
？

広報いしおか　№１２６　２２



東
ノ
辻　

外
川
な
を
み

は
じ
め
て
の
一
首
が
詠
め
ず
時
が
過

ぎ
夕
闇
せ
ま
り
て
明
日
に
委
ね
る

府
　
中
　
山
口
ふ
み
子

掃
き
寄
せ
し
落
葉
花は

な

き木
の
元
に
置
き

春
く
る
日
ま
で
安
け
く
眠
れ

泉
　
町
　
藤
岡
み
つ
子

処
分
さ
る
る
牛
に
わ
か
れ
を
言
う

農
夫
茶
髪
の
顔
に
涙
ひ
か
れ
り

東
光
台　

内
田
千
代
子

山
裾
に
霞
棚
引
き
夕
映
え
の
筑
波

双
峰
淡
き
む
ら
さ
き

貝
　
地
　
鳥
羽
　
孝

我
が
米
寿
孫
ひ
孫
ま
で
あ
つ
ま
り

て
祝
い
の
宴
の
あ
り
が
た
き
こ
と

柴
　
内
　
羽
生
　
俊

日
本
中
大
雨
�
竜
巻
な
ど
被
害
多
し

石
岡
市
は
平
和
何な

に
ご
と事

穏
や
か

山　

崎　

鈴
木　

君
江

寒か
ん
あ
か
ね

茜
の
夕
日
に
吾
れ
の
影
長
し
今

日
の
ひ
と
日
の
無
事
あ
り
が
た
し

東
成
井
　
小
島
　
せ
ん

北
国
の
柿
な
り
渋
抜
き
て
食
べ
ご
ろ

は
何
時
い
つ
な
ど
と
記し

る

し
送
り
来く 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

三
歳
の
娘こ

の
祝
い
甥
の
知
ら
せ
き
て

晴
れ
着
姿
の
可
愛
ら
し
さ
よ

　
　

俳

句
府　

中　

土
井　

湧
輔

観
音
の
山
に
抱
か
れ
て
冬
木
の
芽

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

帯
解
き
の
子
が
撫
で
て
ゆ
く
水
子
仏

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

神
の
留
守
観
音
さ
ま
に
逢
ひ
に
ゆ
く

三　

村　

今
泉　

し
げ

山
並
み
の
照
葉
に
染
ま
る
安
産
寺

府　

中　

赤
津
美
智
子

観
音
の
慈
悲
深
き
顔
小
春
山

高　

浜　

羽
生
ユ
キ
エ

照
る
紅
葉
赤
色
黄
色
輝
け
り

瓦　

谷　

鈴
木　

浦
子

冬
晴
る
る
筑
波
連
山
真
近
に
し

川　

又　

川
又　

渓
二

池
小
春
な
ん
の
絮
と
も
な
く
飛
ん
で

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

小
春
日
や
犬
と
た
わ
む
れ
峠
茶
屋

片　

野　

綿
引　

鼓
峰

散
紅
葉
浮
か
べ
て
池
に
波
も
な
く

文
芸
い
し
お
か

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

文
化
協
会
で
は
、
市
の
文
化
の
振

興
・
発
展
の
た
め
に
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

文
化
協
会
所
属
団
体 

●

①
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会 

②
石

岡
吟
詠
詩
舞
連
合
会 

③
八
郷
吟
詠

会 

④
石
岡
合
唱
連
盟 

⑤
石
岡
三
曲

協
会 

⑥
石
岡
市
日
本
舞
踊
研
究
会

⑦
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会 

⑧
排
禍

ば
や
し
保
存
会 

⑨
太
々
神
楽
保
存

会 

⑩
石
岡
華
道
同
好
会 

⑪
石
岡
茶

道
会 

⑫
石
岡
俚
謡
会 

⑬
い
し
お
か

俳
句
同
好
会 

⑭
や
さ
と
俳
句
会 

⑮

石
岡
盆
栽
会 

⑯
石
岡
養
菊
愛
好
会

⑰
八
郷
養
菊
会 

⑱
石
岡
か
る
た
会

⑲
日
本
将
棋
連
盟
石
岡
棋
友
会
支
部

⑳
石
岡
市
囲
碁
同
好
会 

㉑
八
郷
囲

碁
連
盟 

㉒
石
岡
短
歌
同
好
会 

㉓
八

郷
短
歌
会 

㉔
い
し
お
か
子
ど
も
劇

場 

㉕
石
岡
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ 

㉖
石
岡

大
正
琴
愛
好
会 

㉗
写
真
ク
ラ
ブ 

㉘

八
郷
硯
友
会 

㉙
や
さ
と
読
書
会 

㉚

筑
東
史
談
会 

㉛
や
さ
と
巨
樹
の
会 

32
寿
芸
能
会 

33
瓦
塚
・
佐
久
の
大

杉
保
存
会 

34
丸
山
古
墳
保
存
会

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
５
）

俳
　
　
句

茨　

城　

鈴
木　

緑

あ
の
暑
さ
嘘
だ
�
た
の
か
と
思
う

宵
う
す
雲
に
う
か
ぶ
十
三
夜
の
月

短
　
　
歌

　
桓か
ん
む
へ
い
し

武
平
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
打
田
　
昇
三

　
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
　
原
親

王
は
子
や
孫
を
臣
籍
に
降
す
よ
う
申

請
し
て
「
多
す
ぎ
る
か
ら
ダ
メ
」
と

言
わ
れ
、
高た

か
む
ね棟
王
だ
け
が
「
桓
武
平

氏
」
を
称
し
た
。
こ
の
系
統
は
中
下

級
官
僚
と
し
て
続
き
、
清
少
納
言
が

仕
え
た
定
子
皇
后
が
藤
原
道
長
の
迫

害
で
住
む
家
も
無
い
時
に
助
け
た

り
、
紫
式
部
の
家
系
と
縁
組
を
結
ん

だ
り
し
て
い
る
。
後
代
に
平
清
盛
夫

人
と
な
る
時
子
は
こ
の
系
統
で
あ
る
。

　
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
五
月
十
三

日
に
高た

か
も
ち望
王
が
平
高
望
と
な
り
常
陸

大だ
い
じ
ょ
う
掾
（
地
方
の
伴
官
職
）
兼
上か

ず
さ
の
す
け

総
介

（
事
実
上
の
国
司
）
の
職
を
得
た
の

は
親
政
を
目
指
し
た
宇
多
天
皇
の
配

慮
で
あ
ろ
う
。
こ
の
天
皇
の
母
親
は

桓
武
天
皇
の
孫
に
な
る
。
藤
原
氏
の

策
謀
か
ら
清
和
・
陽
成
と
後
に
源
氏

に
至
る
皇
統
が
生
じ
て
疎

お
ろ
そ

か
に
な
っ

た
本
来
の
桓
武
系
を
登
用
し
た
の
で

あ
る
。

　

平
高
望
は
東
国
に
定
着
し
、
長
男

の
国
香
は
旧
・
真
壁
郡
の
東
石
田
に

館
を
構
え
常
陸
大
掾
と
し
て
石
岡
の

国
府
に
通
っ
た
。
当
時
の
国
府
に
は

「
検け

び

い

し

非
違
使
」「
押お

う
り
ょ
う
じ

領
使
」
な
ど
が
置

か
れ
て
い
た
か
ら
「
平
国
香
が
権
力

を
振
っ
て
い
た
」
と
い
う
俗
説
は
濡

れ
衣
で
あ
ろ
う
。
一
族
の
間
で
は
長

老
で
あ
り
「
平
将
門
の
乱
」
は
、
将

門
の
父
親
が
優
れ
た
人
物
で
国
香
を

越
え
て
国
司
に
な
り
貰
っ
た
領
地
も

多
く
、
そ
れ
を
将
門
が
相
続
し
た
為

に
起
こ
っ
た
。

    

市
民
ず
い
ひ
つ

　
　
俚
　
　
謡　

総　

社　

鈴
木　

虚
心

月
の
き
れ
い
な
　
ロ
マ
ン
な
秋
は

　
話
し
相
手
が
　
欲
し
い
夜

下　

林　

白
田　

正
源

お
ろ
し
大
根
　
た
�
ぷ
り
盛
�
て

　
う
ま
い
夕ゆ

う
げ餉

の
　
焼
き
秋
刀
魚

杉　

並　

助
川　

浩
史

店
は
狭
く
て
　
親
父
は
無
口

　
味
が
客
呼
ぶ
　
手
打
ち
ソ
バ

下　

林　

加
藤　

弥
生

岩
に
根
を
張
り
　
男
松
に
添
う
て

　
燃
え
て
身
を
焼
く
　
蔦
紅
葉

下　

林　

額
賀　

力
江

流さ
す
が石

奥
久
慈
　
彩
る
す
だ
れ

　
秋
が
揺
れ
て
る
　
吊
し
柿

東
石
岡　

小
野　

芋
子

晩
の
メ
ニ
�
�
は

　
山
採
り
き
の
こ

　
恐
る
恐
る
と

　
味
見
す
る

府　

中　

稲
田　

す
み

釣
り
を
楽
し
む

　
気
の
合
う
奴
と

　
呑
ん
で
暖
取
る

　
冬
の
海

若　

松　

川
崎　

洋
子

飯
の
お
か
わ
り

　
手
渡
す
母
の

　
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る

　
里
帰
り

下　

林　

白
井
冨
喜
江

待
つ
身
嬉
し
い
　
伜
に
嫁
が

　
契
る
目
出
度
い
　
稔
る
秋

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

激
し
雨
風

　
負
け
じ
と
岩
に

　
深
く
根
を
張
る
　
老
い
の
松

文
化
協
会
だ
よ
り

２３　 広報いしおか　№１２６
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　わが家のアイドル（小学生未満）を
募集しています！ 子どもの成長記念
にいかがですか？
　掲載を希望する人は、問い合わせく
ださい。
　　　　● 問い合わせ　秘書広聴課
    　　　   ☎23-1111（内線213）

平成23年1月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

わが家の
アイドル

　　　　　　　　　　　　三　村
ひとりで立つとニッコリして拍手
します。
パパとママから　ノビノビ元気に
育ってね♥

山口　真
ますみ

澄ちゃん（1歳1か月）

　　　　　　　　　　　　三　村
生まれて初めてのお祭り。パパと
一緒の服着て楽しいな♬
パパとママから　すくすく元気
に育ってね♥

知
ち く

久　歩
あゆむ

夢ちゃん（8か月）

　

２
月
５
日

◆ 
生
涯
学
習
の
集
い
中
央
大
会　

記
念
講
演 

◆

『
強
い
心
の
育
て
方
』

筑
波
大
学 

大
学
院 

教
授　

徳
田 

克
己
先
生

　

教
育
委
員
会
で
は
、｢

生

涯
学
習
の
集
い
中
央
大
会｣

に
筑
波
大
学 

大
学
院
教
授 

徳
田 

克
己
先
生
を
招
い
て

記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

臨
床
心
理
士
と
し
て
、
長
年
相

談
活
動
に
携
わ
っ
た
先
生
が
、
情

報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
信

を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
よ
う｢

強
い
心
の
育
て
方｣
と
題
し
、
講

演
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
出
で
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

２
月
５
日
（
土
）   

 

・
受
付　
　
　

午
前
９
時
〜

 

・
開
会
式　
　

９
時
15
分

 

・
記
念
講
演　

10
時
30
分
〜

●
会
場　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

 

（
八
郷
総
合
支
所
隣
り
）

●
定
員　

５
８
０
人

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

生
涯
学
習
課

　

 

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
２
３
８
）

　

現
在
、
広
報
い
し
お
か
の
15
日
号

に
「
市
民
の
広
場
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。今
回
、広
報
い
し
お
か
が
も
っ

と
市
民
の
身
近
に
な
る
よ
う
「
市
民

の
広
場
」
に
１
月
15
日
号
か
ら
『
広

報
ク
イ
ズ
』
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
は
、
そ
の
月
の
広
報
（
１

日
号
と
15
日
号
）
の
記
事
の
中
か
ら

出
題
し
、
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
、

毎
月
抽
選
で
５
名
に
５
０
０
円
の
図

書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
１
月
25

日
（
火
）
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
ク
イ
ズ
に

　
　
応
募
く
だ
さ
い

１
月
15
日
号
開
始

　

答
え
の
わ
か
っ
た
人
は
、
官
製
ハ

ガ
キ
に
①
ク
イ
ズ
の
答
え
②
郵
便
番

号
・
住
所
③
氏
名
（
中
学
生
以
下
は

保
護
者
名
も
）
④
電
話
番
号
⑤
イ
ラ

ス
ト
な
ど　

を
記
載
し
、
秘
書
広
聴

課
ま
で
応
募
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
と
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
後

日
「
市
民
の
広
場
」
で
発
表
し
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
も
で
き
る
だ
け
掲
載
す
る

予
定
で
す
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
匿
名

を
希
望
す
る
人
は
、
そ
の
旨
を
ハ
ガ

キ
に
記
載
く
だ
さ
い
）

　

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☀ 

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所 

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）


